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　DXの加速に伴い、スピードと柔軟性のある

組織や個人が優位になる時代が到来しました。

本書は、この激変する時代を生き抜くために企

業経営者が考えるべき「基本的な考え方」を、

現在の状況をクリアカットに分解してまとめ上

げたものです。「IT前提経営」の再整理から、

経営実務とDXの関係、SFプロトタイピングな

どの判断手法、サイバーセキュリティ、DXの

具体的な実践例、DXを支える産業構造までを

解説し、未来を見据えた経営戦略を立てるため

の羅針盤となります。

https://www.kindaikagaku.co.jp/kdd/ 

近代科学社Digitalは、株式会社近代科学社が推進
する21世紀型の理⼯系出版レーベルです。デジタル
パワーを積極活⽤することで、オンデマンド型のス

ピーディで持続可能な出版モデルを提案します。

お問い合わせ先

〒101-0051 東京都千代⽥区神⽥神保町1-105
神保町三井ビルディング

電子メール: contact@kindaikagaku.co.jp

株式会社近代科学社

全国の書店・ネット書店にてお求めい

ただけます。お取り扱い店は以下の

ウェブページをご覧ください。

https://www.kindaikagaku.co.jp/bo
ok_list/detail/9784764961258/

DXと企業経営
ー現場実務と将来設計ー
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